
住民基本台帳事務ほか
1,356万円

　書かない窓口を実施するためのシステムを導入
します。本庁舎の戸籍、税
務窓口において住民票や税
証明などの申請方法を見直
し、市民の利便性向上を図
ります。

水道基本料金の減免
2,800万円

　物価高騰の影響を受けた生活者や事業者の負
担軽減となる支援策として、水道基本料金の 2
か月間の減免を行います。

教育支援事業
160万円

　新入学児童の保護者の経済的負担軽減策とし
て小学校入学に係る補助
金を、３万円から５万円
に拡充します。

鳥羽市観光駐車場対策事業
755万円

　ミジュマル公園の開園
に伴い、市内の駐車場不
足や渋滞緩和対策を行い
ます。

小中学校（園）保健振興事業ほか
357万円

　熱中症対策の一環として、市内小中学校へ
ウォーターサーバーの設置を行います。また、
生徒数が多い鳥羽東中学校へは、冷水機を設置
します。

小学校管理業務
1,317万円

　児童の熱中症対策のほか、防災拠点としての
機能を向上させるため、学校体育館への空調設
備の設置を順次行っていきます。

令和７年度 鳥羽市通年予算
総額230億 3,850万5千円

６月補正予算の主なもの

ふるさと鳥羽関係人口創出事業
336万円

　短期就労のマッチングサイトを活用し、働きな
がら空き時間に観光を楽しむかたの創出を図りま
す。また、これにより観光
業、漁業などの人手不足の
解消にも繋げます。

へき地診療所運営事業
68 万円

　桃取診療所の患者が、住居地の近くで受診し
やすい体制を整えるため、郵
便局を活用したオンライン診
療の実証事業を行います。

起業育成支援事業
354 万円

　定住支援対策の一環として市内で創業するか
たへ、創業に要する費用の一部を補助します。
また、若者や移住者の創業するかたへ手厚くす
る補助制度とします。

海女文化継承啓発事業
158 万円

　海女漁業の漁場である藻場の減少要因の一つ
に、魚類などによる食害被害が考えられること
から、防御ネットなどを活用した食害対策実証
実験を行います。

高校生修学支援事業
285 万円

　離島在住の高校生の修学支援と
して、通学費などの補助率を 1/4
から 1/2 に拡充します。

学校給食運営事業
4,036 万円

　市内小中学校の学校給
食費を無償化していると
ころですが、７月以降も
無償化を継続します。

　令和７年度予算は、４月に市長の任期満了に伴う市長選挙が予定されていたため、骨格予算とし
て編成しましたが、６月の市議会で令和７年度の通年予算が決まりました。
　６月の補正予算では、新市長の思いである、“できるだけ早く”、“少しずつでも”、変革を実感でき
るよう「変革への胎動」とする予算拡充となりました。

歳出合計
140億
700万円

歳入合計
140億
700万円

市税 [20.0%]
28 億 37万円

地方交付税
[27.5％]
38 億 5,000 万円

国・県支出金
[16.7％]
23 億 4,144 万円

市債 [5.5％]
7 億 7,560 万円

寄付金・繰入金
[21.1％]
29 億 5,415 万円

その他 [9.2％]
12 億 8,544 万円

議会費 [0.9%]
1億 2,368 万円

総務費 [25.8％]
36 億 1,362 万円

民生費 [26.7％]
37 億 4,503 万円

衛生費
[10.6％]
14 億 7,908 万円

農林水産業費
[2.9％]
4 億 637万円

観光商工費 [2.6％]
3億 6,305 万円

土木費 [6.3％]
8 億 8,878 万円

消防費 [4.3％]
6 億 89万円

教育費 [9.2％]
12 億 8,906 万円

公債費 [9.0％]
12 億 6,264 万円

その他 [1.7％]
2 億 3,480 万円

変革への胎動予算
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一般会計　予算　140 億 700 万円　前年比 11.2％（14 億 700 万円増額）
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